
ページ 箇所 誤 正

上から4行目 …で除した分散Σ… …で除した不偏分散Σ…

図3.12の右側 ③ 群間変動の… ③ 群内変動の…

図3.12 ①～③

それぞれ下から1行目
分散：… 不偏分散：…

57 上から5行目 …「観測された分散値」… …「観測された分散比」…

式(3.8)

下から9～8行目 …誤差自由度νは4.24（ここでは，簡単のため4とする）と求められる… …誤差自由度νは6と求められる…

下から7行目 …誤差自由度νが4のときの臨界値q 0.05,3,4 は巻末… …誤差自由度νが6のときの臨界値q 0.05,3,6 は巻末…

下から6行目 5.04となることがわかる。

131 上から11行目 …とは限ないため, … …とは限らないため, …

149 上から4行目 …以上, 選択れるべき主成分は… …以上, 選択されるべき主成分は…

151 上から9行目 …よって, 大よそ6割の情報量 …よって, おおよそ6割の情報量

式(9.4)

上から8行目 n aとn bはそれぞれC aとC bに含まれる…
n a とn b はそれぞれC a とC b に含まれる…

　　　　　　　　　　（下付き字のa,bをイタリックに修正）

上から9～10行目

下から7～6行目の式

表10.1

表10.2，
「鉄道利用者数」列，

下から1行目
49.2 25.0

196

表10.4，
「鉄道利用者数」列，

下から1行目
49.2 25.0

197 式(10.1)

203 上から13行目

図10.13

（⑤）

『土木・交通計画のための多変量解析』　正誤表
このたびはお買い上げ誠にありがとうございます。本書には、下記のような誤記がありました。お詫びして訂正いたします。　（コロナ社編集部）
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平日 25.0

平日

休日

⋯+ 49.2− 𝑎2 + 𝑎1
2 ⋯+ 25.0− 𝑎2 + 𝑎1

2

ν =
𝑛𝑘 − 𝑘

2
ν = 𝑛𝑘 − 𝑘

3.07 = 4.339/ 2 となることがわかる。

𝑑𝑎,𝑏 =
1

𝑛𝑎𝑛𝑏
෍

𝑟∈𝐶𝑎𝑏

෍

𝑠∈𝐶𝑐

𝑑𝑟𝑠 𝑑𝑎,𝑏 =
1

𝑛𝑎𝑛𝑏
෍

𝑟∈𝐶𝑎

෍

𝑠∈𝐶𝑏

𝑑𝑟𝑠

…𝐶ab, 𝐶cに含まれる…クラスター𝐶a ∪ 𝐶bと𝐶cとの… …𝐶𝑎 , 𝐶𝑐に含まれる…クラスター𝐶𝑎 ∪ 𝐶𝑏と𝐶𝑐との…

𝑑 𝐶𝑎 ∪ 𝐶𝑏 , 𝐶𝑐 =
1

1 + 1
× 45 +

1

1 + 1
× 50 = 47.5

𝑑 𝐶𝑎 ∪ 𝐶𝑏 , 𝐶𝑑 =
1

1 + 1
× 40+

1

1 + 1
× 25 = 32.5

𝑑 𝐶𝑎 ∪ 𝐶𝑏 , 𝐶𝑐 =
1

1 + 1
× 40 +

1

1 + 1
× 25 = 32.5

𝑑 𝐶𝑎 ∪ 𝐶𝑏 , 𝐶𝑑 =
1

1 + 1
× 45+

1

1 + 1
× 50 = 47.5

⋯𝑆𝑤を郡内移動すると…
⋯𝑆𝑊を郡内移動すると…

（大文字のWをSの下付き字とする）
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図10.13

(右下）

上から5行目 …O45に「=D22*(D6-I$28)^2」を入力。 …O45に「=D22*(D6-$I28)^2」を入力。

217 上から8行目 …クラスター分析の様にように, … …クラスター分析のように, …

②
最新の正誤表がコロナ社ホームページにある場合がございます。下記URLにアクセスして[キーワード検索]に書名を入力して下さい。

https://www.coronasha.co.jp
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